
１.事務事業の目的・概要

２.成果参考指標

3.事業費 4.改善策の実施状況

5.評価時点での現状（客観的事実・データなどに基づいた現状）

①困っている「状況」

②困っている状況が発生している「原因」

③原因を解消するための「課題」

８．今後の方向性（課題にどのような方向性で取り組むのかの考え方）

９．追加評価（任意記載）　
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成果参考指標名等

1

2

指標名

6,001,422

ダム建設事業の早期完成に向け必要な予算確保と工期短縮に努め、効率的な事業進捗を図る。

７.まだ残っている課題（現状の何をどのように変更する必要があるのか）
浜田川総合開発事業については、第二浜田ダム
の完了及び、浜田ダム再開発の本格化により予
算は要望額どおりに額配分された。
一方、波積ダム建設事業及び矢原川ダム建設事
業については予算配分が、要望額を下回った
が、次のとおり事業進捗に必要な所要額は確保
された。
　・波積ダム建設事業は、ダム本体工事着手へ
　　向け、本体実施設計及び付替道路工を実施
　・矢原川ダム建設事業は、用地補償基準締結
　　に向け、測量・設計・用地調査等を実施

－ － －

前年度実績 今年度計画

取組目標値
指標名

58.8 61.6

30年度 31年度年度 27年度

ダム事業全体計画等に基づき事業を執行
浜田川総合開発事業・・・第二浜田ダム本体建設工事、浜田ダム再開発工事、付替道路工事の促進
波積ダム建設事業・・・・付替道路工事及びダム本体関連調査設計の促進
矢原川ダム建設事業・・・用地補償調査及びダム本体・付替道路関連調査設計の促進
ただし、波積ダム建設事業、矢原川ダム建設事業は、ダム検証に約３年を要したことから、事業効果の発現に遅れが生じている

うち一般財源（千円） 160,439 302,761

達成率

55.8

％

％

実績値

取組目標値

－

事　業　費（b）（千円） 3,113,777

0852-22-5195

事務事業評価シート

目
的

（１）対象 下流域の人命、財産及び河川環境

（２）意図 洪水被害の軽減と河川維持用水の確保

○浜田河川総合開発事業：浜田市街地の洪水被害軽減と河川維持用水確保のために、既設浜田ダムを再開発するとともに第二浜田ダムを建設する。
○波積ダム建設事業：都治川下流域の洪水被害軽減と河川維持用水確保のために、波積ダムを建設する。
○矢原川ダム建設事業：三隅川下流域の洪水被害軽減のために、矢原川ダムを建設する。

評価実施年度： 平成２８年度

28年度 29年度

65.4 73.2

事務事業の名称 ダム建設事業

事務事業担当課長 河川課長　田中　　悟 電話番号

上位の施策名称
施策Ⅱ－１－７
災害に強い県土づくり

工事進捗率
目標値

当該年度までの事業費/全体事業費

ダム検証後の全国的な補助ダム建設事業の再開に伴い、国の予算配分はダム本体工事中の事業を優先す
る方針であり、本体工事未着手の波積ダム、矢原川ダムについては要望どおりの予算配分が厳しい状況
となっている。

計画工程内完成に必要な予算確保と工期短縮等による事業進捗の効率化。

％

前年度の課題を踏まえた
改善策の実施状況

(未選択)

実績値

達成率

　 2016/12/15 14:34

・課（室）内で事務事業評価の議論を行うにあたっては、本評価シートのほか、必要に応じて、「予算執行の実績並びに主要施策の成果」や既存の事業説明資料などを活用し、効
率的・効果的に行ってください。
・上記「５．評価時点での現状」、「６．成果があったこと」、「７．まだ残っている課題」、及び「８．今後の方向性」について、議論がしやすいように、「５．評価時点での現状→６．成果
があったこと」、又は「５．評価時点での現状→７．まだ残っている課題→８．今後の方向性」が一連の流れとなるよう、わかりやすく、ストーリー性のあるシート作成に努めてくださ
い。

－

H28年度の各ダム事業の予算配分は要望額に対し、浜田川総合開発事業が１．００倍、波積ダムが０．
５７倍、矢原川ダムが０．６２倍となり、次年度以降も同様な配分となった場合、波積ダム、矢原川ダ
ムについては計画工程に基づいた事業進捗への影響が懸念される。

６.成果があったこと（改善されたこと）


